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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

100.0

幼稚園

 　学校施設は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習、生活の場であるため、安全性の確保が不可欠である。また、地域住民にとっ
ても身近な公共施設であり、地震など災害時には避難施設としての役割を果たすことが求められる。このようなことから、本町では、
学校施設の構造体（建物の骨組みである柱、梁、壁など）の耐震化を計画的に推進し、平成１９年度に出丸小学校屋内体育館耐震
補強工事をもって、町内すべての学校施設の構造体の耐震化が完了した。その後、東日本大震災の被害状況などから、非構造部
材（ガラス、天井材、照明、棚など）の耐震化の重要性がクローズアップされることとなり、学校施設の非構造部材の耐震化を推進す
ることとなった。平成２４～２６年度にかけ、小中学校８校の体育館と中山小学校、伊草小学校の校舎について、非構造部材の耐震
化を実施した。その他、川島町民体育館の耐震補強も実施した。そして、平成２７年度以後も引き続き、小中学校校舎の非構造部
材の耐震化を推進していくとともに、建築年次や老朽化の状況により順次、改修を進めたい。
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施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分
達成状況目標

特別支援学校

100.0

耐震化率（％）

100.0

100.0

100.0



②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

なし

　平成２４年度に、三保谷小学校の屋外教育環境事業(グラウンド改修)を行った。これにより、課題であったグラウンドの排水機能を
改善することができた。今後は、学習形態の多様化や施設のバリアフリー化など新たな課題への対応を図りたい。



④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

なし

計画どおり実施できた。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。


